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1.バ リア フ リー の 学 習 環 境

空 間 と時 間の制 約 を受 けず,し か も双 方向 コ ミュニ ケー シ ョンの可能 な学習環境

は,通 信 イ ンフ ラな どが高 度 に整備 され た情 報社 会 にな って ようや く実現 したD。

この ような学 習環境 をイ ンター ネ ッ トお よびマ ルチ メデ ィアを利 用 したeラ ー ニ ン

グ とい う2)。eラ ー ニ ング に よる学 習環 境 を充 実 させ よう とい うニ ーズ に応 えた大

学 通信 教 育 設 置基 準(文 部科学省令)が 規定 して い る通信 教 育 の学 習 方法 で は,従

来の三 つ の方法(印 刷教材等による授業,放 送授業,面 接授業)に 加 えて,イ ンターネ

ッ トとマ ルチ メ デ ィア を利 用 した授 業 も新 た な授 業 形 態 と して 認 めて い る。 さ ら

に,従 来の面 接授 業(ス クー リング)に よる必 要単 位(20単 位)も,遠 隔授 業 での修

得 を認 め てい る。 したが って,通 信 教 育 の卒 業 要件(124単 位)を 遠 隔授 業 で 修得

す る こ とが可 能 になっ た3)。

eラ ーニ ングの メ リ ッ トお よび新 しい通信教 育制 度 を活 か し,各 大 学の 通信 教育

は新 しい 学 習環 境 の整 備 を進 め て い る。 た とえ ば,法 政 大学 通 信教 育部 で は グ ロ

ーバ ル ・ス クー リング とい うコ ンセ プ トに基 づ いて
,イ ンター ネ ッ ト ・ス クー リ ン

グ,メ デ ィア ・ス ク ー リ ング,DVDス クー リ ング を 同時 実施 してい る。 さ らに,

早稲 田大学,慶 応 義塾 大学,中 央 大学,日 本 大学,産 能大学,日 本福 祉大 学,人 間

総合科 学 大 学 な ど,多 くの 大学通 信教 育 は,す で にeラ ー ニ ング を実 施 してい る。

これ らの中か ら,eラ ーニ ングに よる受講 だ けで卒業 が可 能 な通信 教育 も現 れ てい

る。

創価 大学 通信 教 育部 で は,イ ンター ネ ッ トとマ ルチ メデ ィア を活用 したス クー リ

ングをeス クー リ ング と名づ け,2005年6月 か ら実施 してい る。eス クー リ ングで

は,場 所 を移 動す る必要 が ない。 障害者 を含 む受講 生が,い つ で もどこで も授業 に
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図1創 価大学通信教育部の学習環境の現状
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参加 し,単 位 が取 得 で きるバ リア フ リーの学 習環境 であ る。本稿 では,eス クー リ

ング 開発 の経緯 を ま とめ,そ こか ら得 られた結 果 につい て考 察す る。

2.通 信教育環境の弱点 と対策

2.1学 習環境の現状 と弱点

1976年 に開設 された創価大学通信教育部 は,2003年 度か ら学生数が2万 人を超

えて 日本一の通信教育 となった。現状の学習環境は,地 方 ・夏期 ・秋期 とい う3つ

のスクー リングおよびレポー ト添削か らなっている。

スクー リングは学生が同 じ教室 に集 まり,教 員一人で学生全員に対 して画一的に

対応する集合講義である。 しか し,日 本全 国および海外 に分散 している通信教育部

生がスクー リングに参加するためには交通費 と宿泊費が大 きな負担 となる。また,

10代 か ら80代 までの幅広い年齢層および様々な職業の社会人か らなる通信教育部

生の授業 に対す る理解度 とニーズが多様であ り,画 一 的な集合講義には限界 があ

る。 さらに,ス クー リングを受けた後 レポー トを作成する際 に教員 とのQ&A

が主 に質問票のや り取 りを通 じて行われている。郵送 を介す るため問題の即時解決

ができない。 この ような既存 の学習環境の弱点をまとめてみると次の3つ が挙 げら

れる。

①在宅受講がで きないため学習費用が高い。

②職業 と年齢層の学生の多様性への対応が十分 にはで きない。

③問題の即時解決のための交流基盤が整 っていない。

2.2対 策

既 存 の学習 環境 の弱点 の それぞ れ につ いて,次 に示す ような対策 を講 じる ことが

で きる。

(1)イ ンター一ネ ッ トによる コ ンテ ンツ配信(弱 点①に対応)

授 業 内容(コ ンテ ンッ)を ブ ロー ドバ ン ドの よ うな通信 ネ ッ トワー ク に配信 し,

学生 はパ ソコ ンとイ ンター ネ ッ トを通 じて受 講 で きる。 この よ うなイ ンター ネ ッ
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表1学 習過程についての考え

嚇 鰍 態 心蜘 漱聾 瀞辮 碧〆
1 抽象 不連続の記号 文字,こ とば

2 形象 静 的イ メー ジ 表 ・図 ・絵

3 具体 動 的イ メー ジ 動画(音 声付)

図2二 つの共通の理解

共通の理解

①教員⇔学生

②学生⇔学生

トによるスクーリングは,個 々の学生の都合 に応 じて,時 間 と場所 に拘束 されな

いため,い つで もどこで も可能な学習ス タイルが実現で きる。

(2>マ ルチメディアによる講義実施(弱 点②に対応)

文字だけでは理解 しがたい理論や仕組みがある。抽象的な知識が具体的な状態

と動 的イメ0ジ の形で脳 内に組み立てることがで きては じめて本来の理解 とな

る。 これ をサボ0ト す る有効 なメデ ィアは図表絵(静 止画)と 映像(動 画)で あ

る(表1参 照)。

(3)交 流基盤による共通理解の形成(弱 点③に対応)

相互交流基盤の 目標 は,次 に示す ような2つ の共通理解の形成である(図2参

照)。

①教員 と学生間の共通の理解:教 員は,授 業中に学生の理解状況 を迅速に把握

し,そ の対応策を授業内容にフィー ドバ ックす る。 この過程の繰 り返 しで教

員 と学生の問で理解 し合 うことがで きる。

②学生同士の共通の理解:学 生間で相互交流 を通 じて問題点を共有 し,授 業 に

対する理解の方法 を相互に交換する。 この過程の繰 り返 しによって学生間に

共通の理解が実現する。

また,3つ の対策を個別に実施す るのは非効率であるため,一 つの総合 ソリュー

ションとしてまとめる必要がある。 この視点で着想 した方法は,イ ンターネ ッ トと

マルチメデ ィアを活か したスクー リングである。創価大学通信教育部では,こ れを
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表2eス クー リングの意味

現状 弱点 解決

地 方 ・夏 期 ・秋 期 ス ク0リ

ング(集 合 式)

在宅受講ができな

いため費用が高い

コンテ ンツの イ ンタ

ーネ ッ ト配信

、

ノ

e

ス

ク
i

リ
ン

グ

18歳 か ら80歳 代 までの幅広

い年齢 ・職業の学生2万 人

学生の多様性への

対応が難 しい

動画 を含むマルチメ

デイアによる講義

レポー トを作 成す る際 に教

員 との交流が困難

双方向交流の基盤

が整っていない

交流基盤の整備によ

る共通理解の形成

図3四 つ のス クー リン グの比 較

[空 間]

1 ＼

自
由

地方 ス クー リング eス ク ー リ ン グ

拘束 自由
)

秋期 スク0リ ング 夏期 ス クー リ ング

拘
束

[時間]

「eスクー リング」 と称する(表2参 照)。eス クー リングは,地 方,夏 期,秋 期の3

つの既存ス クーリング とは異な り,空 間 と時間の制約 を受けない学習環境である

(図3参 照)。海外お よび国内各地に分散 している通信教育部生,昼 間あるいは深夜

にしか受講で きない多様な職業の通信教育部生,交 通移動 と宿泊 に困難 な通信教育

部生のために,共 通平等の学習の機会 と場 を提供する。

3.eス クー リン グ を設 計 す るた めの 実 験1

eス クー リングにどの ような目標 を与 え,ど の ような機能を整 えるべ きか とい う

設計要件 を明らかにするためには実験 を行 う必要がある。
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3.1実 験準備

(1)マ ルチ メデ ィアの コ ンテ ンツの作成

コ ンテ ンツ開発 の原則 は,す べ ての概念 と物 事 を文字 ・図絵 ・音声 ・動 画の複

数の メデ ィアで説 明す る こ とで あ る。 この考 えで 筆者 が作 成 した コ ンテ ンツは,

9章 立 て,146枚 の 図絵,約3時 間の動 画か ら構 成 され る。情 報量 は537MB,形

態 はCD1枚 。

(2)イ ンタラ クテ ィブ交 流 の設 置

受 講生 全員 にメー ルア ドレス を与 え,メ ー リング リス トを作成 した。

授 業 中 に電子 メール を用 いて1対1・1対 多 ・多対1・ 多 対多 の交流 を行 う。

3.2実 験 過程

(1)実 験 設定

目 的:

期 間:

場 所:

授 業科 目:

担 当 者:

参 加 者:

配布 資料=

eス クー リ ング設計 方針 の明確化

2004年1月24日 ～25日(9:00～17:30)

創 価大 学総合 情報 セ ンターLBll1教 室

「情 報 シス テム概 論」

劉 継生

通信教 育部生52名

進 行 スケ ジ ュ0ル(A4,1ペ ージ)

コ ンテ ンツ(CD1枚)

コ ンテ ンツの ダイ ジェス ト版(A4 ,13ペ ージ,文 字だけ)

(2)相 互交流 につ い て

① 電 子 メー ルに よる交 流

教 員 の受信 メー ルは合計152通 。 その場 ですべ て返信 した。

学 生 の受信 メー ル は1人 あ た り平均34通 。 この中 で最 も受 信 の多 い学 生 は

132通,最 も少 ない学 生 は6通(総 合情報センターでは受信メールの記録 しか残

していない)。

② メー ルの内容 か ら質 問 の集 中パ ター ン,受 講生 の学習状 況 を明確 に把握 す る

こ とが で きた。

(3)学 習過程 につ いて

① 授 業の最 初 にパ ソ コ ンや ネ ッ トワーク環境 に トラブルが発生 したが,2時 限

か らは順 調 に進 行 した。

② 授業 の雰 囲気 は活発 であ った。 パ ソ コン とイ ンター ネ ッ トを用 いた学習 に違

和 感が なか った。

③ 質 問の量 は,通 常 の授 業 の はるか に多 か った。

3.3実 験結果

実験 を評価す るため,ま た学生の提案 と意見を集めるため,調 査票を作成 し,実

験参加者にアンケー トを行 った。

5



通信教育部論集 第8号(2005年8月)

① 調 査 対 象:実 験 参 加 者52名(配 布52部,回 収48部,回 収 率92.3%)

② 回 答 者:10代1名,20代28名,30代14名,40代4名,50代0名,60代1

名

(1)授 業を理解す るのに文字 ・図表 ・音声 ・映像 を複合 したマルチ メディア教材

は役 に立ちましたか?

項 目 人数 割合

1大 変役 に立った 43 89.6

2や や役 に立 った 2 4.2

3普 通 2 4.2

4あ ま り役 に立たなかった 1 2.1

5全 く役 に立たなかった 0 o.o

(2)マ ルチメディア教材は学習す る動機 と意欲を高めるの に役に立ちましたか?

項 目 人数 割合

1大 変役 に立 った 36 75.0

2や や役 に立 った 10 //

3普 通 1 2.1

4あ まり役 に立たなか った 1 2.1

5全 く役 に立たなかった 0 o.o

(3)マ ル チ メデ ィア教材 の課 題 お よび 問題 点 につ い て ど う思 われ ます か?(複 数

選択)

項 目 人数 割合

1情 報の量が多す ぎ,重 点ポイン トが見つけ ら

れなかった
8 16.7

2情 報の範囲が広す ぎ,理 解が浅 くなった' 11 22.9

3学 習者の個人差により進度に大 きく差が付 い

た
11 22.9

4操 作が煩雑であるため,時 間と手間がかかっ

た
4 8.3
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5機 器が壊 れるなど,学 習環境 に トラブルが生

じた
1 2.1

6問 題はなかった 20 41.7

7そ の他(メ ディアを使いこなす技術を身に付ける

必要がある)
3 6.3

(4)授 業中に電子 メールを用いた相互交流 はどの ように役 に立ちましたか?(複

数選択)

項 目 人数 割合

1デ ィス カ ッシ ョンが便利 にな った 14 29.2

2疑 問の解決が迅速 となった 17 35.4

3学 習の活発性 を高めた 12 25.0

4学 習意欲 を高めた 20 41.7

5他 の学習者 との共通理解ができた 22 i・

6あ ま り役 に立たなかった 5 10.4

7役 に立たなかった 0 0.0

8そ の他(チ ャッ ト形式の交流 ツールが必要である) 4 8.3

(5)eラ ーニ ング授業 の メ リ ッ トにつ い て どう思 われ ます か?(複 数選択)

項 目 人数 割合

1内 容の理解が深まる 27 56.3

2思 考力 と創造性が高まる 17 35.4

3コ ミュニケ ー シ ョン能力 と表現 力が 高 まる 15 31.3

4学 習意欲が高 まる 22 i・ ・

5学 習の効率性が高 まる 29 6α4

6学 習の主体性が高 まる 28 58.3

7教 育の活性化 につながる 18 37.5

8最 先端の情報 と最新の学習内容が得 られる 25 52ユ

9学 生 同士 の デ ィス カ ッシ ョンが活発 にな る 16 33.3
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(6)従 来 の授業 形式 で ある 「対 面式授 業」 と比べ,メ デ ィア教材 とイ ンター ネ ッ

トを活用 した 「eラ ーニ ング」 の形式 は理解 しやす い と思 われ ますか?

項 目 人数 割合

1「 対面式授業」の方が理解 しやすい 1 2.1

2「eラ ー ニ ング」の方 が理解 しや すい 19 39.6

3「 対 面 式授 業 」 と 「eラ ー ニ ング」 が 同 程 度

で ある
1 2.1

4「 対面式授 業」 と 「eラーニ ング」の組合せ

が理解 しやすい
27 56.3

(7)eラ ー ニ ングにつ いての ご要望 が あ ります か?(複 数選択)

項 目 人数 割合

1自 分の都合 にあわせて受講で きるようにする 24 50.0

2自 宅にいなが ら受講で きるようにする 36 75.0

3自 分の可能 な時間帯で受講で きるようにする 28 58.3

4学 生に教える授業か ら"学 生が主体的に学ぶ

授業"に 転換す る
22 45B

5多 様な学習ができるような教育環境 を受講者

に提供する
22 i・ ・

6ア メリカ創価大学の公 開講座 を受けられるよ

うにする
29 604

7そ の他(音 声付 ガイ ド等の耳か ら入 る情報をより

多 く取 り込む)
3 6.3

3.4実 験 から得 たeス クー リングの設計方針

eラ ーニ ングの活用によって,在 宅受講や1対1の 対応 を充実する優 れた学習 シ

ステムを構築 す ることがで きる。 この新 しい学習 システムは,学 習費用の負担 を

軽減 し,受 講時間 と場所 の自由度 を拡大 し,学 習の効率性 を向上 させることがで き

る。 このため,社 会人中心の通信教育部生に大いに期待 されている。実験 を通 じて

次の4点 を明 らかにした。

(1)期 待

eラ ー ニ ングが 「た くさん増 え る方 が よい 」 と考 えて い る人 は56.3%を 占め,

「増 え る方 が よい」 と考 えてい る人 は35.4%を 占め て い る。 両者合 わせ て9割 以
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上 の通 信教 育部 生 はeラ ーニ ングの導入 に賛 成 して いる。

(2)目 標

eラ ーニ ング導入 に期待 す る 目標 につ いて は,主 に次 の3つ に集中 して いる。

第1は 「自宅 に い なが ら受講 で きる よ うにす る」 こ とで あ る(75%の 人に選択

されている)。

第2は 「アメ リカ創 価 大 学 の 公 開講座 を受 け られ る ようにす る」 こ とで あ る

{60.4%)o

第3は 「自分 の可能 な時 間帯 で受講 で きる よ うにす る」 こ とで ある(5&3%)。

この ほか に,eラ ー ニ ング に よるス クー リ ング参加,事 務 連絡 とガイ ダ ンス の

イ ンター ネ ッ ト配信,電 子 メー ルの添付 フ ァイル に よる レポ ー ト提 出,仕 事 で 出

張 中 で もホテル での受講 可能 な ど具 体 的な提案 が た くさん寄せ られ てい る。

(3)有 効 性

eラ ー ニ ングの メ リッ トにつ いて は,「 学 習 の効 率性 が 高 まる」(604%の 人に選

択されている),「 学 習 の主体性 が高 まる」(58.3%),「 内容 の理解 が深 まる」(56.3%)

な どで あ る。

文字 ・図 表絵 ・音声 ・映像 を複 合 したマ ルチ メデ ィア教材 は,授 業 の理解(大

変役 に立った:・ ・%,や や役 に立 った4.2%)と,学 習動 機 と意 欲 の 向上(大 変役 に立

った75.0%,や や役 に立った20.8%)に おい て,き わめ て高い効 果 を有 す る。

授 業 中 に電 子 メ0ル を用 い た相 互 交 流 は,他 の 学 習 者 との共 通 理 解 の 形 成

(4a8%),学 習意欲 の向上(41.7%),迅 速 な問題 解決(35.4%)に おい て,有 効 であ

る。

(4)位 置 づ け

理 解 しや す い授業 形 式 につ い て,「 対 面 式授 業 とeラ ーニ ングの組 み合 わせ は

理解 しや す い 」 と考 え てい る人が もっ と も多 く56。3%を 占め て い る。 次 に,「e

ラーニ ングの方 が理 解 しや す い」 と考 えて い る人 は39.6%を 占め てい る。 「対 面

式授 業の 方が理解 しやす い」 と考 えてい る人 はわずか2.1%に す ぎない。

図4通 信教育部の新 しい学習 システム

創
価
大
学

通
信
教
育
部

オ ンラ イ ン

サ ポ ー ト
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こ う した通信 教育 部生 のeラ ーニ ング につ いて の評 価 か ら,eス クー リングの

位 置づ けが明確 にな ってい る。す なわち,す べ て の科 目につ いて は,eス クー リ

ングだけ を実施す るので はな く,既 存 集合 型 ス クー リング(地 方,夏 期,秋 期)に

eス クー リ ング を加 え,四 つ の ス クー リングで実施 す る。 これが 通信教 育 部生 か

ら求 め られてい る最適 な学習 シス テ ムであ る(前 頁の図4参 照)。

4.eス ク ー リ ン グ の 構 想 と開 発

eス クー リ ング は,地 方,夏 期,秋 期 ス クー リ ング に続 く通信 教 育部 第4番 目の

ス クー リ ング となる。eス クー リングは,よ り主体 的な学習 を促 進 し,「 いつで も ・

どこで も ・だ れで も」 の マ イペ ー ス学 習 をサ ポー トし,学 習 の場 と機 会 を増 や し,

真 の通信教 育 部生 中心 となる学 習環境 を創 出 しなければ な らない。実験 か ら得 た設

計 方針 に基づ き,eス クー リング を次 の ように構 想 す る。

41eス クー リングの構 成

(1>マ ルチ メデ ィア レクチ ャー

eス クー リングで は,マ ルチ メデ ィアを活用 したわか りやす い講義 を提 供 す る。

動 画 に よる物事 の メカニ ズムの説 明 は,細 部 の構 造や情 報パ ター ンを脳 内 で間接

想 定 す るので な く,直 接 再現 あるい は シ ミュ レー トす る こ とで,職 業 と年代 の多

様 性 の ある通信教 育 部生 に授 業効 果 が高い。

(2)ホ ームス クー リング

eス クー リングで は,マ ルチ メデ ィア レクチ ャー をイ ン ター ネ ッ トに配信 し,

学生 はパ ソコ ンとネ ッ トワー ク を整 え た場所 で あれ ばいつ で も授業 を受 ける こ と

が で きる。時 間 と空 間 に制 約 されず,い つ で もどこで も参加 で きるスク ー リ ング

の ことを 「ホームス クー リング」 とい う。

(3>バ ーチ ャル クラス

同時受 講 の学生 が空 間 を超 えて クラス を形 成 で きる。eス クー リングの ホー ム

ペ ー ジはキ ャンパ ス に相 当 し,ホ ームペ ー ジ上 の各科 目は教 室 に相 当す る。 複数

の通信 教 育部生 が,同 期 に同 じ科 目に アクセスす る ことは,同 じ教 室 で授業 を受

ける こ とにあた る。 た だ し,後 者 が 空 間の移動 があ るの に対 して,前 者 は空 間の

移動 が な く海外 と国内各 地 に分 散 した ままで ある。eス クー リ ングで は,受 講者

は リアル タイム の相 互 交流 を しなが ら一・つ の クラス を形成 す る。 この ク ラスは,

イ ンター ネ ッ ト上 に しか存 在 しないた め,「 バ ー チ ャル クラス」 と呼ぶ。

(4)サ イバ ー コ ミュニ テ ィ

受講 だ けでス クー リ ングが終 了 す るので は な く,eス クー リ ングで は1対 多 ・

多対1・ 多対多 の双 方 向交流 とデ ィス カ ッシ ョンが単 位取得 まで続 く。交 流 とデ

ィス カ ッシ ョンが活 発 に なるに したが って,学 生 と教 員 の問お よび学 生 間 に二つ

の共通 の理解 が実現 す る と共 に,そ の科 目に特有 な コ ミュニ テ ィが 自発 的 に生 ま

れ る。 この コ ミュニ テ ィは空 間 と時 間を超 えてサ イバ ー スペ ース上 で形成 される

to
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図5eス クー リン グの全体 像

構 成
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た め,「 サ イバ ー コ ミュ ニ テ ィ」 と呼 ぶ 。

4.2eス クー リン グの機 能

(1)自 由討議

これ は リア ル タイム の交流 の場 であ る。 「自由討 議」 を利 用 して学生 同士 ・学

生 と教 員の 間 に リアル タイムの メ ッセ ー ジ交換 が で きる。教員 は受 講中 の学生全

員 に同 じメ ッセ ー ジを一括送付 す る こ とがで きる。

(2)論 壇

これは1対 多,多 対1,多 対 多 の議論 を行 う場 であ る。 リアル タイ ムの交流 で

は ないが,受 講生全 員 が参加 で きる。論壇 の管 理者 は担 当教員 で ある。教 員 は投

稿 され た トピ ックを ロ ック した り,不 適切 な発 言 を削 除 した りす る こ とが で き

る。

(3)教 員へ の質 問

受講 生の 質問が電 子 メー ルで直接,担 当教員 に送付 され る。 問題 の即時解 決が

で きる。
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表3四 つのスクーリングの比較

c .,,

t:....

ヰ"

学習方式 同 じ場所での一方通行の対面式学習
自宅等での主体的

学習

交流方式 授業 時 間内の フェー ス トゥフェー ス交流
イ ンターネ ッ トに

よる相互交流

必要道具 地方会場 学内教室
パ ソ コ ン,イ ン タ

ー ネ ッ ト

学習機会

全 国10地 域 年 に

16回,毎 回1～9

科 目(地 方 によっ

て違う)

創価大学

8月8日 ～22日

6科 目受講可能

創価大学

10と11月 の12日 間

6科 目受講可能

いつで も ・どこで

も,全 ての科 目の

コンテ ンツ を反復

見 なが ら学 習

課外指導 電話,質 問票
オ フ イ ス ア ワ ー

(ス クー リ ン グ期 間 だ け 〉
電子 メール,論 壇

レ ポ ー ト 独自作成

コ ンテ ンッ活 用,

イ ンターネ ッ トに

よる交流 と指 導

費用負担 授業料,交 通,宿 泊 授業料

教員負担
講義資料の準備,わ か りやすい説明の工夫,授 業時間内の

質問回答(授 業非公開)

授業公開,コ ンテ

ンッ更新,質 問の

随時回答 学習と

進捗管理

講義方法 口頭説明と板書を中心
マルチメデ ィァ(動

画やスライ ド等)

(4)メ ー リ ング リス ト

担 当教 員 は,補 助説 明な どの講義情 報 を電子 メー ルで受 講者全 員へ 一括送付 す

る。

(5)オ ンライ ン履 修管 理

これ は学習時 間 と受 講履歴 をネ ッ トワー ク上 で管理 す る ツールで あ る。

(6)オ ンライ ン試験管 理

これ は,イ ンター ネ ッ ト上 で試 験 を実施 し,採 点 を行 うシス テ ム で あ る。 ま

た,学 生 は 自分 で試験 状況,進 捗 状況 を管理 す る。
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4.3eス クー リングの特徴

eス ク ー リング に よる学習 は,既 存 の ス クー リ ング とは異 な るス タイ ルで あ る。

そ の相 違 点 は表3に 示 す とお りであ る。 また,教 育 方法 論 と して,eス クー リング

の最大 の特徴 を次の3点 に まとめ る。

(1)eス クー リングは,空 間 と時 間の制約 を受 けな いバ リア フ リーの学 習環境 で

あ る。 受講生 は,い つ で も どこで も授 業 に参加 し,単 位取得 が で きる。

(2)eス クー リ ングは,単 に講 義 の視 聴 だ けで は な く,[自 由討 議i][論 壇][教

員へ の 質問]と い うッール を用 い て,問 題 の即 時解決,理 解 の相 互確 認,学 習

の励 ま し合 いがで きる。

(3)eス クー リ ング は,進 捗状 況 と試験 状 況 な どの履 修 管理 を受 講生 自 らが行 う

主体 的学 習で あ る。

4.4シ ス テム開発

eス クー リング開発 は,次 の4ス テ ップで進 め た(次 頁の図6参 照)。

(1)オ ンラ イ ン履 修 管 理 オ ン ライ ン試験 管 理 自由討 議 論壇,教 員へ の質

問,メ ー リ ング リス トとい う6機 能 を共 通 のパ ッケー ジ と して設計 した。 この

パ ッケー ジはeス クー リ ングの プ ラ ッ トフ ォー ム とな り,す べ ての科 目をサ ポ
ー トす る。

(2)プ ラ ッ トフォーム の上 に各科 目の コ ンテ ンッ を設置 す る。 プ ラ ッ トフ ォー ム

は各 科 目に上 記 の6機 能 を提供 す る。

(3)受 講 生 は,IDと 暗 証 番号 を用 い て登録 した コ ンテ ンツ に アク セ スす る。e

ス クー リ ングはSSLの 仕組 み で本 人確 認 を行 い,受 講 を許 可す る。

(4)コ ンピュー タサ ーバ ーは,セ キ ュ リテ ィ管理,コ ンテ ンツ保護,デ ー タベ ー

ス管 理 を担 当す る。 これは,通 信 帯域 が広 く,ネ ッ トワー ク能力 が高 く,動 画

の ス トー リ ミングが ス ムーズ に流 れ るサーバ ー であ る。

また,今 回のeス クー リ ングの シス テム開発 にお いて は,筆 者 が 自力 で詳細 仕様

書 を作 成 し,プ ログ ラム作 成 を外 部企 業 に委 託 した。 開発過 程 で は常 に プロ グラム

作成 をチ ェ ック して調 整 を行 った。

5.eス ク ー リングの効 果 を検 証 す る ため の実 験1

eス クー リングは通信 教育 部生 の ニー ズ に応 える こ とがで きるか どうか を確認 す

るため,eス クー リングの有 効性,操 作性,問 題 点 を検 証す るた め,2回 目の実験

を行 った。

51実 験概 要 と方 法

目 的:eス クー リングの有効性 や 問題点 の検 証 と評価

日 時:2004年4月24日 ～25日(9:00～17:30)

場 所:創 価 大学 総合情 報 セ ンターLB111教 室
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図6シ ス テム開発 の イ メージ
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サ ー バ ー

・セ キュ リテ ィ管理

・コンテ ンツ管理

・デ ータベ ース管理

授 業科 目:「 情報 シス テム概論 」

担 当者:劉 継生

参加 者:通 信教 育 部生48名

実 験方 法 につい て は次の とお りであ る。

① それ ぞれ の受講 者 にIDと パ ス ワー ドお よびメ ール ア ドレス を発行 す る。

② 受講 者 は創価 大学 のパ ソ コ ンとLANを 利 用 してeス クー リ ングにア クセ スす

る。www.soka.ac.jp(創 価大学A棟)⇔www.tuky(met/eSchooling/index.html

(山口県)

③ イ ンターネ ッ トを通 じて 「情報 システ ム概論 」 の コ ンテ ンツを操作 す る。

④相 互 交流 は,メ ッセ ンジ ャー と電子 メー ル な どを利用 す る。

⑤ 配布 資料 ・スケ ジ ュール表(A4,1ペ ージ)
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・講 義 内容 の ダイジ ェス ト版(A4
,13ペ ージ,文 字だけ)

5,2実 験結 果

eス クー リ ングの 問題点 と効 果 を検 証 す るた め,実 験 参加 者 を対象 にア ンケー ト

を行 った。

① 調査対 象:「 情 報 シス テム概 論 」 の受講者48名

②調 査 日時:2004年4月25日,授 業終 了後

③ 実施状 況:配 布48部,回 収44部,回 収 率91.7%

④ 回答者 年齢:10代3名,20代19名,30代10名,40代6名,50代6名

(1)受 講 環境 の整備状 況 につ いて

①パ ソ コンは利用 で きますか?(複 数回答)

項 目 回答数 割合

1 自宅で利用で きる 36
・ …

2 職場や学校で利用 できる S 18.2

3 自宅で利用で きないが,職 場や学校で利用で きる 2 4.5

4 利用できない 5 11.4

5 その他 1 2.3

② イ ンター ネ ッ トに接続 してい ますか?(複 数回答)

項 目 回答数 割合

1自 宅 の パ ソ コ ンが イ ン タ,.._.ネッ トに接 続 して い る 35 79.5

2職 場や学校 のパ ソ コ ンが イ ンター ネ ッ トに接続 し

てい る
17 i・

3携 帯電話がインターネ ットに接続 している 24 54.5

4接 続 していない 2 4.5

5そ の他 0 o.o

(2)eス クー リ ングの受 講効果 につ いて

①eス クー リングで の授業 は楽 しい と思 い ます か?

項 目 回答数 割合

1と て も楽 しか った 17 i!

2楽 しか った 22 50.0

一15一



通信教育部論集 第8号(2005年8月)

3普 通 4 9.1

4楽 し くなか った 0 o.o

5全 く楽 し くなか った 0 o.o

6そ の他 1 2.3

② 通信教 育部 は これか ら地方 ス クー リング,夏 期 ス クー リ ング,秋 期 ス クー リン

グ,eス クー リングで通教 生 の学習 をサ ポ ー トします 。4つ のス クー リング を

どう利用 した い と思 い ます か?一
1 これ か らはeス クー リングだけで科 目を受講 した

い
5 11.4

2 eス クー リ ング をメイ ンと し,地 方 ・夏期 ・秋期

ス クー リングを補足 とす る
21 47.7

3 地方 ・夏期 ・秋期 ス クー リングをメ イ ン とし,e

ス クー リ ングを補足 とす る
18 40.9

4 地方 ・夏期 ・秋期 ス クー リングだけで受 講 した い 0 o.o

5 その他 0 o.o

③今後,eス クーリングでの受講科 目が増 えればよい と思われますか?

項 目 回答数 割合

1た くさん増 える方が よい 26 59ユ

2増 える方が よい 16 36.4

3現 状で よい 1 2.3

4減 る方が よい 0 o.o

5そ の他 1 2.3

(3)マ ルチ メデ ィア レクチ ャー の効 果 につ いて

① 文字 ・図表 ・音 声 ・映像等 の マル チメデ ィアで実施 され る授 業 の効果 につ いて

どう思 われ ますか?
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評価

項 目

効果が大

いにあっ

た

効果があ

った

効果が少

しあった

効果があ

ま りなか

った

効果が全

くなかっ

た

授業が分か り

やす くなる

擁
7塾

・6 、

、、 王鍛

4

9.1

O

o.o

O

o.o

内容の理解が

深 まる

認'μ ㌻鋤;

6薮9 2⑯

5

11.3

1

2.3

O

o.o

思考力と創造

性が高まる 講 難 …1.1.,.<<<.≪.…

6

13.6

2

4.5

O

o.o

学習意欲が高

まる

瀦 丁

6雛 、

1馨

忽 妻き

4

9.1

2

4.5

O

o.o

学習の効率性

が高まる

、

'轡

晦

:;一灘

2鱗

7

15.9

1

2.3

0

0.0

② 口頭 説 明 と板書 を中心 とす る集合 型 ス クー リ ング(地 方 ・夏期 ・秋期)と 比 べ,

マ ルチ メデ ィア とイ ンター ネ ッ トを中心 とす るeス クー リ ングの学習 効果 につ

いて どう思 われ ます か?

項 目 回答数 割合

1集 合型スクー リングの方が学習効果が高い 3 6.8

2eス クー リ ングの方 が学習効 果 が高 い 15 34.1

3集 合型 ス クー リング とeス クー リングは同程度 で

あ る
7 15.9

4ど ち らが効 果 が高 いか は,科 目に よっ て異 なって

くる
15 34.1

5そ の他 4 9.1

(4)バ ーチ ャルク ラス とサ イバ ー コ ミュニ テ ィの効 果 につ い て

① 受講 中,「 自由討議 」 とい うッー ル を使 ってみ て どう思 われ ます か?

項 目 回答数 割合

1 利用 しやすい 30 682

2 普通 11 25.0

3 利用 しに くい 0 o.o
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4 直す必要がある 3 6.8

5 その他 0 o.o

②eス クー リ ング受講 中 はオ ンライ ンであ るため,他 の受 講者 か らメ ッセー ジ と

メールが 送付 され る場 合が あ ります 。 これ につ いて どう思 われ ます か?

項 目 回答数 割合

1メ ッセー ジや メール を受信 した くない 0 o.o

2受 信 して も構 わない,拒 否 しない 12 27.3

3受 信す るか しないかは選択で きるように してほ し

い
7 15.9

4常 に受信 して他の通教生の考 えを知 りたい 4 9.1

5積 極的に受信 と発信を して相互交流 を行 いたい 21 47.7

6そ の他 0 o.o

③受講中に 「自由討議」,「電子 メール」 を用いた リアルタイムの相互交流は どの

ように役 に立ちましたか?(複 数回答)

項 目 回答数 割合

1 デ ィスカ ッシ ョンが便 利 になった 20 45.5

2 疑問の解決が迅速 となった 24 54.5

3 孤立感がな くなって心強 くなった 21 47.7

4 がんばる自信 を得た 16 36.4

5 あま り役 に立たなかった 0 o.o

6 役 に立たなかった 0 o.o

7 その他 2 4.5

④ 「自由討議」 に よる リアル タイムの相互 交流 は イ ンターネ ッ ト上の コ ミュニ テ

ィを形 成す るた めの ものです 。実 際 に体験 してみ て,サ イバ ー コ ミュニ テ ィの

効 果 につ いて どう思 われ ます か?
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評価

項 目

効果が大

いにあっ

た

効果があ

った
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しあった
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ま りなか
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授業内容への
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O
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三 鄭 灘
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(5)eス クー リ ングの課題 と問題 につ いて

eス クー リングの問題 点 につ い て ど う思 わ れ ます か? (複数回答)

項 目 回答数 割合

1 自宅で一人で学習するので個人差が付 きやす くな

る
17 …

2 授業へ の集 中力が弱 まる Il 25.0

3 インターネッ ト上の交流があっても実際の触れ合

いがな くて孤独感がある
13 29.5

4 受 講環 境(パ ソコン ・イ ンターネット)を 整 え るの

に費用 かか る
lI 25.0

5 パ ソコン操作が煩雑であるため,時 間と手間がか

かる
9 20.5

6 受講者に情報操作能力と情報処理能力が必要とな

る
21 47.7

7 問題はなかった 4 9.1

8 その他 0 0.0

5.3ス クー リングの効 果 につ いての 分析

eス ク ー リ ングの効 果 を考 察 す る実験 で は,学 生 は総合 情 報 セ ン ター のLB111

一19一



通信教育部論集 第8号(2005年8月)

教 室 に集 ま り,コ ンピュー タとイ ン ター ネ ッ トを用 い てeス クー リングに アクセ ス

して受講 した。 これ はホ ー ムス クー リ ング(在 宅受講)と 同 じ形 で あ る。実験 の結

果 に基 づ いてeス クー リ ングの効 果 を次の ように分析 す る。

(1)ホ ームス クー リング

マ イペ ー スで(い つでもどこでも)授 業 を受 け るホー ムス クー リングの効果 につ

い て は,次 の3点 が 明 らか にな った。

① イ ンターネ ッ トに接続 済 みのパ ソコ ンを持 ち,自 宅か らeス クー リ ング に参

加 で きる通信 教 育部 生 は約8割 で ある。

② ホ ームス クー リ ングでの授 業 を楽 しい と思 う通信教 育部 生 は88.6%で あ る。

③ 今後 は 「eス クー リング を主 と し,地 方 ・夏 期 ・秋期 ス クー リング を補足 と

す る」学生 が最 も多 く,47。7%で ある。

(2)マ ルチ メデ ィア レクチ ャー

文字 ・静止 画 ・音声 ・動画 な どを複合 的 に活用 して行 われ る レクチ ャーの授業

効 果が極 め て高い こ とが 明 らかで あ る。総 合 的 にみ る と,「 効 果が大 い にあ った」

と 「効果 が あった」 を合 わせ て8割 を超 えて い る。 また,そ れぞれ の評価項 目に

つ いて効 果 の高い順 で並べ る と,次 の とお りであ る。

① 授業 が わか りやす くなる(go9%)

② 内容 の理解 が深 まる(864%)

③ 学習 意欲 が高 まる(8a4%)

④ 学習 の効率 性 が高 まる(819%)

⑤ 思考 力 と創 造力 が 高 まる(818%)

(3)バ ーチ ャル ク ラス とサ イバ ー コ ミュニ テ ィ

バ ーチ ャル ク ラス お よびサ イバ ー コ ミュニ テ ィにつ いて は,「 デ ィス カ ッシ ョ

ンが便利 になっ た」 「疑 問の解決 が迅 速 とな った」.「孤 立感 が な くなって心 強 くな

った」 な どの役 割 が通信 教育 部生 か ら挙 が ってい る。 また,具 体 的 な授業 効果 を

高い順 で並べ る と,次 の よ うになっ てい る ことが 明 らか に なった。

① 担 当教員 との 質 問 と応答 のや り取 り(95.5%)

② 学 習意欲 や学 習 の活 発性 を向上す る(93.2%)

③ 授 業 内容へ の理 解 を高 め る(8&6%)

④ 他 の受講 者 の考 えや学習 状況 を知 る(72.5%)

(4)課 題 と問題 につ いて

eス クー リングに は まだ まだ重 要 な 問題 と課 題 があ る。 これ らの 問題 と課題 は

受講 生が どの よ うな状 態 にあ るのか にか か わ り,大 学 に よって も異 な って くる。

創価 大 学 の通信 教 育 に とっての主 要 問題 と課題 は次の3点 で あ る と思 われ る。

① 受 講者 に情 報操 作 能力 と情報処 理 能力が 必要 となる(47.7%)

② 自宅で0人 で学習 す るので個 人差 が開 きやす くなる(3&6%)

③ イ ン ター ネ ッ ト上 の交 流 が あ っ て も実際 の触 れ合 いが な くて孤 独 感が あ る

(29.5%)
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6.ま とめ(知 見 と課 題)

eラ ー ニ ングはそ の大学 の特 徴 にマ ッチ しなけれ ば な らない。eラ ー ニ ングを導

入 した と して も,構 想 ・設計 ・開発 のすべ て を外 部 にアウ トソー シ ング した り,市

販 の シス テム をカス タマ イズ して利用 した りす るだけで は失敗 した事例 が多 い。通

信 教育 で は,自 宅 で一人 で学習 す るた め,通 学 課程 よ りもeラ ーニ ング に対 す るニ

ーズが きわめ て高 い
。eス クー リングは,情 報 イ ンフラの恩 恵 を活 か して,創 価大

学 通信教 育部 に変革 を もた らす た め,通 信教 育 部教員 ・職 員 ・学 生が 一体 となって

作 りだ したバ リアフ リー の学習 環境 で あ る。eス クー リング開発 とその実 践 を通 じ

て得 た知 見 と課 題 を次 の4点 に ま とめ る。

(1)eス クー リ ングは,情 報技 術 だけ で作 り上 げ た シス テム で はない。 延べ100

名 の通信教 育部 生 の協 力 を得 て 「情報 シス テ ム概 論」 の授 業 で2回 にわた る実

験 を行 い,多 くの 発想 ・意見 を収 集 した。 これ らに基 づ い て筆者 は 自力 で構

想 ・設計 ・詳細仕 様 を立 てた上 で,プ ログ ラム作成 を アウ トソー シ ング した。

この よ うな開発 方 法 に よって,eス クー リ ングは通信教 育 部生 の期待 に応 える

こ とがで きた。

(2)eス クー リ ング は,少 しで も不 要 な機 能 をすべ て排 除 し,必 要 不可 欠 な機能

だ け を設 け,マ ニ ュア ルを読 まな くて も操作 で きる簡素 な シス テム として 開発

された。 この ような開発方針 に よって,操 作 に費 す時 間 とス トレス を最低 限に

抑 え,受 講 生 を コ ンテ ン ツ学 習 に専 念 させ る こ とが で きた。 さ らに,10代 か

ら80代 までの 幅広 い年 齢 層お よび様 々 な職業 の通 信教 育 部生 が利 用 で きる真

のバ リア フ リーの学習 環境 を実現 させ た。

(3)eス クー リング は,マ ルチ メデ ィア レクチ ャー ・ホ ー ムス クー リング ・バ ー

チ ャル ク ラス ・サ イバ ー コ ミュニ テ ィとい う4つ の構 成,お よび履 修管 理 試

験 管理 自由討議,論 壇,教 員へ の質 問,メ ー リング リス トとい う6つ の機能

か ら構 成 され てい る。 これ らを活 用す るこ とに よって,① 空 間 ・時 間 の制限が

取 り外 せ る,② 問題 の即 時解 決 理解 の相互確 認,学 習 の励 ま し合 いが 可能 に

なる,③ 履 修状況 と試験 状況 を 自分 で管 理す る主体 的学 習 を実現す る ことが で

きる。

(4>eス クー リングの 課題 は3つ あ る。 まず,「 受講 者 が情 報操 作 能 力 と情 報処

理能力 を持 つ こ とが必 要で あ る」 とい う課題 につ い ては,「 コ ンピュー タ演 習」

の授 業 に よって解 決 す る。 次 に,「 個 人差 が 開 きやす くな る」 とい う課題 につ

い ては,バ ーチ ャル クラス とサ イバ ー コ ミュニ テ ィを活用 した り,教 員 が個別

対応 した りす る こ とに よって緩 和 で きる。 第3に,「 実際 の触 れ合 い が な くて

孤 独 感が あ る」 とい う課題 につ いて は,教 員 が受 講生 に電話 をか けた り,動 画

付 きの メ ッセー ジを交 流 した りす る ことに よって孤独 感 の軽 減が で きる。
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注

1)現 在,世 界 で約8億 人 が イ ンター ネ ッ トを利用 して い る。 日本 の イ ン ター ネ ッ トの利

用 人 ロは2003年 末 で7,730万 人 となって い る。 国 の行 政機 関が 扱 う申請 ・届 出等手 続

の オ ンラ イ ン化 件 数 は,2003年 で13,299件 に達 して い る。 イ ンター ネ ッ トを通 じて財

やサ ー ビスの受発 注 を行 う電子 商取 引で は,2003年 で70兆 円の 規模 を超 えてい る。 詳

細 デー タについ て は,『 情 報通信 白書』 平成16年 版 と 『イ ンターネ ッ ト白書』2004を

参照。

2)eラ0ニ ングの 定義 は,「 情報技 術 に よるコ ミュニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー ク等 を使 っ

た主体 的 な学 習で あ る」(reラ ーニング白書』2003/2004)。

3)大 学 審 議会 の答 申 「グ ローバ ル化 時代 に求 め られ る高 等教 育 の在 り方 につ い て」(2000

年11月)で は,通 学 制 の大学 卒業 に必 要 な単 位 の うち60単 位 まで遠 隔授業 で の修得 が

認め られ,さ らに大 学 院におい ては遠 隔授業 の制 限が ない。
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